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講師から一言

残された人生が限られていることが分かったとき・・・「あなたが大切にしたいことは何ですか？」「これだけは

してほしくないことは何ですか？」「あなた以外にあなたのことを決めてくれる人は誰ですか？」

医療は大変進歩しました。たとえがんと診断されても、６割以上の患者さんは５年以上生きるような時代にな

っています。しかし、人はいつか人生の終わりを迎えます。また、人のお世話なしに生きていくことができなくな

ります。そんな時、自分が大切にしてきたこと、支えにしてきたことを、家族などの周りの人に伝えておくことはと

ても大切です。なぜなら、病気によっては自分の気持ちを伝えることが難しくなることも少なくないからです。皆

さんとご一緒に考える時間を持ちたいと思います。


